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平成22年度決算を
お知らせします
平成22年度決算を
お知らせします

特集特集 2～7面

広報

　石都々古和気神社例大祭は9
月17日～18日に開催され、
18日に開催された神輿パレー
ドは多くの人で賑わいました。
　また、双里地区では以前から
交流のある久之浜地区（いわき
市）の皆さんを招き、震災からの
復興を願い互いの絆を深めた
例大祭となりました。
【写真上】神輿パレードでは

勇壮な錬り合いが
【写真下】久之浜地区の

皆さんとともに

復興を願い復興を願い
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平
成
22
年
度
は
、
個
人
所
得
の
落
ち
込

み
等
に
よ
り
町
税
が
減
収
と
な
っ
た
ほ
か
、

社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
、
建
設
事
業
費

や
雇
用
対
策
費
の
拡
充
な
ど
財
政
需
要
の

増
加
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
り

ま
し
た
が
、
町
税
、
地
方
交
付
税
等
で
当

初
の
見
通
し
を
上
回
る
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
行
財
政
改
革
の
着
実
な
取
り
組

み
等
に
よ
り
効
率
的
な
予
算
執
行
に
努
め

た
ほ
か
、
財
政
調
整
基
金
の
積
立
て
や
役

場
庁
舎
等
建
設
基
金
の
繰
り
戻
し
な
ど
、

中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
財
源
の
確
保

及
び
健
全
な
財
務
体
質
の
確
立
を
目
指
し

て
き
ま
し
た
。

　
決
算
に
お
け
る
主
な
財
政
指
標
は
、「
経

常
収
支
比
率
」
が
78
・
３
％
で
、
前
年
度

と
比
較
し
て
５・１
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た

ほ
か
、「
町
債
残
高
」
及
び
「
債
務
負
担

行
為
額
残
高
」
は
大
幅
に
縮
減
し
、
ま
た
、

町
の
財
政
状
況

　
平
成
22
年
度
歳
入
歳
出
決
算
が
9
月
29
日
か
ら
開
か
れ
た
定
例
町
議

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
こ
れ
ら
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
22
年
度

町
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

「
財
政
調
整
基
金
残
高
」
が
増
加
す
る
な

ど
全
般
的
に
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、「
実
質
公
債
費
比
率
」
も
予

測
を
上
回
り
減
少
す
る
な
ど
、
公
債
費
負

担
の
適
正
化
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
成
果
が
着
実
に
反
映
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。

　
町
で
は
、
平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
）
及
び
資
金
不
足
比
率
を

算
定
し
ま
し
た
。

　
「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
15
・
０
％
と

な
り
、
町
債
元
利
償
還
金
の
減
少
な
ど
に

よ
り
前
年
度
に
比
べ
２・９
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
22
年
度
末
に
お
い
て
、
一

般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な

負
債
額
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合

を
示
す
「
将
来
負
担
比
率
」
は
、
63
・
３

％
と
な
っ
て
お
り
、
早
期
健
全
化
基
準
を

大
幅
に
下
回
っ
た
ほ
か
、「
実
質
赤
字
比

率
」、「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」、「
資
金
不

足
比
率
」
に
つ
い
て
は
、
赤
字
額
又
は
資

金
不
足
額
が
な
い
た
め
、
指
数
が
算
定
さ

れ
な
い
な
ど
、
い
ず
れ
の
比
率
も
早
期
健

全
化
基
準
及
び
財
政
再
生
基
準
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

区　　　分 算定結果 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 　　―　　　 15.0　　 20.0　　
連結実質赤字比率 ―　　　 20.0　　 30.0　　
実質公債費比率 15.0　　 25.0　　 35.0　　
将 来 負 担 比 率 63.3 350.0　　 ―　
資 金 不 足 比 率 ―　　　 20.0　　 ―　

＊実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字額が算定されていないため「—」で表示しています。
また、資金不足比率においても資金不足を生じた公営企業（水道事業会計、簡易水道事業特
別会計、宅地造成事業特別会計）がなかったため、「—」で表示しています。

（単位：％）

石
川
町
の
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
率

平成 22年度歳入歳出決算額

歳　　　入
111億3,456万円

歳　　　出
103億7,799万円
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平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
及
び
各

特
別
会
計
決
算
の
総
額
は
、
歳
入
で

１
１
１
億
３
，４
５
６
万
円
、
歳
出
で

１
０
３
億
７
，７
９
９
万
円
と
な
り
、
財

政
調
整
積
立
金
に
編
入
し
た
１
億
３
，

０
０
０
万
円
と
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ

き
財
源
１
億
８
，０
７
０
万
円
を
除
き
、

４
億
４
，５
８
７
万
円
の
決
算
収
支
と
な

各
会
計
の
決
算
概
要

会計名 歳入決算額 歳出決算額

一般会計 72億8,532万円 66億8,162万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 19億8,942万円 19億743万円

老 人 保 健 461万円 461万円

後期高齢者医療 1億4,434万円 1億4,153万円

介 護 保 険 12億7,276万円 12億6,694万円

母 畑 財 産 区 1,705万円 26万円

中 谷 財 産 区 776万円 17万円

土 地 開 発 事 業 3,471万円 421万円

簡 易 水 道 事 業 1億2,985万円 1億2,404万円

宅 地 造 成 事 業 2億4,874万円 2億4,718万円

合　　計 111億3,456万円 103億7,799万円

会計別歳入歳出決算額

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
老
人
保
険
特
別
会
計
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
よ
る
経
過
措

置
期
間
が
平
成
22
年
度
末
で
満
了
し
た
た

め
、
今
後
一
定
期
間
に
つ
い
て
当
該
会
計

の
債
権
債
務
を
承
継
す
る
こ
と
と
な
る
一

般
会
計
に
対
し
黒
字
額
を
繰
り
出
し
、
歳

入
歳
出
差
引
を
ゼ
ロ
と
し
て
決
算
し
て
い

ま
す
。

 

実
質
赤
字
比
率 

　
歳
出
に
対
す
る
歳
入
の
不
足
額
（
い

わ
ゆ
る
赤
字
額
）
を
、
町
の
一
般
財
源

の
標
準
的
な
規
模
を
表
す
「
標
準
財
政

規
模
」
で
除
し
た
も
の
で
す
。

 

連
結
実
質
赤
字
比
率 

　
町
の
す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
額
と
黒

字
額
を
合
算
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
を

一
つ
の
法
人
と
み
な
し
た
上
で
、
歳
出

に
対
す
る
歳
入
の
資
金
不
足
額
を
、
標

準
財
政
規
模
で
除
し
た
も
の
で
す
。

 

実
質
公
債
費
比
率 

　
一
般
会
計
の
公
債
費
や
公
債
費
に
準

じ
た
経
費
の
額
（
公
営
企
業
等
他
の
会

計
の
公
債
費
へ
の
繰
出
金
等
）
を
、
標

準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
で
除
し

た
も
の
の
３
か
年
の
平
均
値
で
す
。

 

将
来
負
担
比
率 

　
町
が
発
行
し
た
町
債
残
高
や
契
約
等

で
将
来
の
支
払
い
を
約
束
し
た
も
の

（
債
務
負
担
行
為
額
）
な
ど
決
算
年
度

末
時
点
で
の
将
来
負
担
額
を
、
標
準
財

政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
で
除
し
た
も

の
で
す
。

 

資
金
不
足
比
率 

　
一
般
会
計
等
に
お
け
る
実
質
赤
字
に

相
当
す
る
公
営
企
業
会
計
の
「
資
金
不

足
額
」
を
、
公
営
企
業
の
事
業
規
模
で

除
し
た
も
の
で
す
。

財
政
用
語
の
解
説

　
「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
、
町
債
の
元

利
償
還
金
や
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組

合
が
起
こ
し
た
地
方
債
充
当
負
担
金
、
国

営
母
畑
総
合
農
地
開
発
事
業
な
ど
債
務
負

担
行
為
に
基
づ
く
負
担
金
等
の
縮
減
に
よ

り
、
年
々
減
少
し
て
い
く
見
通
し
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
、「
将
来
負
担
比
率
」
に
つ

い
て
も
、
町
債
残
高
や
債
務
負
担
行
為
に

基
づ
く
支
出
予
定
額
等
の
減
少
に
よ
り
、

逓
減
す
る
傾
向
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。 今

後
の
見
通
し

120

100

80

60

40

20

0
H17決算 H18決算 H19決算 H20決算 H21決算 H22決算

108.7
90.8

81.3
63.3
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比率

将来負担
比率
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一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
で

72
億
８
，５
３
２
万
円
、
歳
出
で
66
億
８
，

１
６
２
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較

す
る
と
歳
入
、
歳
出
と
も
に
５・４
％

の
増
と
な
っ
て
お
り
、
歳
入
歳
出
差
引

額
は
６
億
３
７
０
万
円
で
、
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
等
を
除
き
２
億
９
，

３
０
０
万
円
の
剰
余
金
が
出
た
ほ
か
、
前

年
度
の
剰
余
金
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収

支
で
も
約
５
，１
５
０
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

　
町
税
で
は
、
法
人
町
民
税
や
固
定
資
産

税
が
前
年
度
決
算
額
を
上
回
っ
た
も
の
の
、

所
得
の
落
ち
込
み
な
ど
に
よ
り
個
人
町
民

税
が
対
前
年
比
12
・
７
％
減
の
４
億
８
，

２
４
９
万
円
と
な
る
な
ど
、
全
体
で
は
対

前
年
比
１・７
％
減
の
16
億
３
，０
１
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
エ
コ
カ
ー
減
税
等
の
影
響
に
よ

り
、
自
動
車
重
量
譲
与
税
が
対
前
年
比

26
・
９
％
減
の
８
，５
０
８
万
円
、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
が
対
前
年
比
36
・
８
％

減
の
２
，２
７
７
万
円
と
な
っ
た
ほ
か
、

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
が
15
・
４
％
減

の
２
，０
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
地
方
交
付
税
で
は
、
普
通
交
付

税
が
前
年
度
と
比
較
し
て
６
，７
９
８
万

円
増
加
す
る
な
ど
、
特
別
交
付
税
と
あ

わ
せ
て
対
前
年
比
４・１
％
増
の
25
億
８
，

９
７
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
庫
支
出
金
は
、
安
全
・
安
心

な
学
校
づ
く
り
交
付
金
や
子
ど
も
手
当
負

担
金
な
ど
の
増
加
に
よ
り
対
前
年
比
９
・

４
％
増
の
６
億
９
，６
５
１
万
円
、
県
支

出
金
で
は
、
福
島
県
安
心
こ
ど
も
基
金

事
業
補
助
金
な
ど
の
増
加
に
よ
り
対
前

年
比
32
・
７
％
増
の
4
億
4
，237


万

円
と
な
っ
た
ほ
か
、
町
債
で
は
、
臨
時
財

政
対
策
債
発
行
可
能
額
が
増
額
さ
れ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
対
前
年
比
48
・
４
％
増
の

４
億
７
，７
２
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

歳
入
の
主
な
内
容

町税決算額

その他の依存財源
7,887万円
1.1％

町債
4億7,723万円

6.5％
県支出金

4億4,237万円
6.1％

国庫支出金
6億9,651万円

9.6％

地方交付税
25億8,971万円

35.5％

地方消費税交付金
1億6,456万円

2.3％

地方譲与税
1億2,056万円

1.7％

その他の自主財源
2億9,688万円

4.0％

繰越金
5億7,137万円

7.8％

分担金及び負担金
2億1,716万円

3.0％

町税
16億3,010万円

22.4％

一般会計歳入決算の内訳

依存財源 自主財源

税　目 決算額 比　率
町 民 税 5億6,822万円 34.8%
固 定 資 産 税 9億582万円 55.6%
交 付 金 37万円 0.0%
軽 自 動 車 税 3,919万円 2.4%
た ば こ 税 9,588万円 5.9%
入 湯 税 2,062万円 1.3%
合 計 16億3,010万円 100.0%

歳
入
歳
入
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性質別で見た歳出

繰出金
7億2,673万円
10.9％

補助費等
10億3,490万円

15.5％

物件費
6億2,493万円

9.3％

公債費
6億2,174万円

9.3％

扶助費
6億4,000万円

9.6％

人件費
14億394万円
21.0％

その他
3億7,104万円

5.6％
普通建設事業費
12億5,834万円

18.8％

歳
出
の
主
な
内
容

　
民
生
費
が
19
億
３
，６
４
５
万
円
、
次

い
で
総
務
費
、
教
育
費
、
公
債
費
、
衛
生

費
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
民
生
費
と
衛
生

費
を
あ
わ
せ
た
社
会
保
障
関
係
費
で
は
、

構
成
比
が
37
・
８
％
と
な
り
、
決
算
額
の

お
お
よ
そ
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
費
や
土
木
費
に
つ
い
て
は
、

国
の
経
済
対
策
に
伴
う
臨
時
交
付
金
事
業

が
終
了
し
た
こ
と
も
あ
り
、
前
年
度
決
算

額
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
人
件
費
は
職
員
数
の
減
に
伴
い
対
前
年
比
３・８
％
減
の
14
億
３
９
４
万

円
、
公
債
費
で
は
、
町
債
残
高
の
縮
減
に
よ
り
対
前
年
比
17
・
７
％
減
の

６
億
２
，１
７
４
万
円
と
な
っ
た
ほ
か
、
定
額
給
付
金
給
付
事
業
な
ど
前
年

度
実
施
し
た
国
の
経
済
対
策
事
業
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
物
件
費
や
補
助
費

等
の
ほ
か
普
通
建
設
事
業
の
単
独
事
業
に
つ
い
て
も
、
前
年
度
決
算
額
を
下

回
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
扶
助
費
は
、
子
ど
も
手
当
制
度
の
創
設
な
ど
に
よ
り
対
前
年
比

40
・
３
％
増
の
６
億
４
，０
０
０
万
円
、
普
通
建
設
事
業
の
補
助
事
業
で
は
、

小
中
学
校
校
舎
等
の
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
造
事
業
な
ど
の
実
施
に
よ
り

前
年
度
決
算
額
の
20
倍
を
超
え
る
７
億
４
，１
３
０
万
円
、
積
立
金
で
は
、

役
場
庁
舎
等
建
設
基
金
や
財
政
調
整
基
金
の
積
立
て
に
よ
り
、
対
前
年
比

２
１
７
％
増
の
２
億
５
，４
１
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

目
的
別

性
質
別

歳
出
歳
出

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足す
る額2,851万円は、当年度消費税及び地方消費
税資本的収支調整額161万円、当年度損益勘定
留保資金2,690万円で補てんしました。

目的別で見た歳出

民生費
19億3,645万円

29.0％

公債費
6億2,174万円

9.3％

教育費
9億842万円
13.6％

消防費
3億6,648万円

5.5％

土木費
3億6,573万円

5.5％
商工費

1億7,994万円
2.7％

農林水産費
3億1,230万円

4.7％

衛生費
5億9,285万円

8.8％

総務費
12億9,522万円

19.4％

その他
1億249万円
1.5％

水道事業会計 22年度決算 21年度決算

収益的収支
収入 2億6,409万円 2億5,814万円

支出 1億8,870万円 1億8,016万円

資本的収支
収入 1,210万円 1,275万円

支出 4,061万円 8,623万円

水道事業会計決算
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町
の一般
会
計
歳
出
が「
壱
万
円
」だ
っ
た
ら
？
こ
の

金
額
は
各
項
目
の一般
財
源
を
1
0
，0
0
0
円
に

換
算
し
た
も
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の「
壱
万
円
」

こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た

町債（借入金）
の返済

公債費
931円

児童福祉、
老人福祉等

民生費
2，898円

教育関係

教育費
1，360円

健康診断や
ごみの収集等

衛生費
887円

町の行事や
役場の管理等

総務費
1，939円

道路・公園の整備、
維持管理

土木費
547円

防災や消防団活動

消防費
549円

商工業振興

商工費
269円

農林業の振興

農林水産業費
467円

町議会運営費

議会費
114円

労働費 1円
諸支出金 38円

その他
39円

　集中改革プランに沿った取組みにより、平成１７年度以降
は事業費に充当する町債の発行を極力抑制したほか、繰上
償還を行ってきました。その結果、平成２２年度末町債残高
は４７億１，４２０万円で平成１６年度と比較して２９億円程度減少
しました。今後は災害復旧事業や第５次総合計画に沿った
事業の実施により一時的な増加が見込まれますが、中長期
的には、減少傾向が続いていくものと考えています。

一般会計町債残高等の
推移及び今後の推計 町債残高

年度 借入額
年度別償還額

町債残高
元利償還額 左のうち元金

16 75,990 124,157 104,386 763,532 
17 38,700 99,418 82,060 720,172 
18 28,320 98,308 82,642 665,850 
19 24,057 145,545 132,504 557,403 
20 25,118 80,389 70,010 512,511 
21 32,167 75,585 66,660 478,018 
22 47,723 62,174 54,321 471,420 
23 72,944 58,963 51,618 492,746 
24 42,300 55,193 47,760 487,286 
25 38,800 51,994 44,793 481,293 
26 23,000 50,501 43,536 460,757 

平成２２年度までは決算額。平成２３年度以降は予定額。

（単位：万円）
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石川町の家計簿
　町の財政と家庭の家計では仕組みが違いますが、一般会計歳入歳出決算額を1000分の1に縮小し、家計
の収入支出額に例えてみました。

一般会計の歳入決算額　72億8,532万円　⇒　家計収入額　728万5千円
一般会計の歳出決算額　66億8,161万8千円　⇒　家計支出額　668万2千円　

収入　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分 町の歳入項目 金額
（増減）

構成比
（％）

給料 町税 1,630
（△29） 22.4

パート収入 分担・負担金 
使用・手数料

279
（△8） 3.8

親からの仕送り

地方交付税 
地方譲与税 
各種交付金 
国庫支出金 
県支出金

4,093
（221） 56.3

不動産収入 財産収入 25
（4） 0.3

預金の引出し 繰入金 86
（12） 1.2

その他の収入
寄附金
繰越金
諸収入

695
（21） 9.5

ローンの借入 町債 477
（155） 6.5

合　　計 7,285
（376） 100.0

預金残高 基金残高 1,401
（300） ー

うち普通預金 うち財政
調整基金

364
（210） ー

支出　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分 町の歳出項目 金額 
（増減）

構成比
（％）

食費 人件費 1,404
（△55） 21.0

公共料金 
生活雑費 物件費 625

（△88） 9.3

家・庭の手入れ、
車の修理 維持補修費 65

（△15） 1.0

医療費、
子どもの学費 扶助費 640

（184） 9.6

知人等への援助、
会費、交際費 補助費等 1,035

（△569） 15.5

家の増改築、
家財道具の購入

普通建設
事業費

1,258
（610） 18.8

地震・大雨災害
等の応急処置 災害復旧費 0 

（0） 0.0

ローンの返済 公債費 622
（△134） 9.3

預金 積立金 254
（174） 3.8

株式投資、
貸付金

投資・出資金 
貸付金

52
（0） 0.8

子どもへの
仕送り 繰出金 727

（236） 10.9

合　　計 6,682
（343） 100.0

借金残高 町債残高 4,714
（△66） ー

借金残高に
係る利息

町債残高に
係る利息

460
（△19） ー
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町内33か所にモニタリングポスト及び
リアルタイム線量測定機器を設置しています

　
国
で
は
、
福
島
県
内
の
学
校
や
公
園

等
に
通
信
タ
イ
プ
の
空
間
線
量
計
を
設

置
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
に
よ
り

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
放
射
線
量
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
学
校
等
で
は
10
月
か
ら
設
置

が
進
め
ら
れ
、
12
月
ま
で
に
町
内
33
か

所
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
線
量
測
定
器
ま
た

は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が
設
置
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
測
定
さ
れ
た
放
射
線
量
の
値

は
、
シ
ス
テ
ム
構
築
後
の
12
月
頃
か
ら
、

文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

さ
れ
ま
す
。

設置個所 設置個所 設置個所
1 石川小学校 12 第一保育所 23 外槙保育所跡地
2 沢田小学校 13 第二保育所 24 東光寺（沢井）前広場
3 野木沢小学校 14 野木沢保育所 25 北山形集会所
4 母畑小学校 15 沢田児童館 26 中谷自治センター
5 中谷第一小学校 16 石川文化幼稚園 27 坂路公会堂
6 中谷第二小学校 17 県立石川高校 28 にほんぶな
7 山形小学校 18 学法石川高校 29 母畑レークサイドセンター
8 南山形小学校 19 桜ケ丘学園 30 共生園脇
9 県立石川養護学校 20 オルキス託児所 31 老人ホーム長生園（☆）
10 石川中学校 21 ヤクルト石川センター保育所 32 山橋自治センター（☆）
11 沢田中学校 22 保健センター 33 石川町役場（☆）

母畑・石川温泉郷に宿泊すると1,000円分の利用券プレゼント!!
石川町「元気アップキャンペーン」

▶保健センターに設置された
　リアルタイム線量測定機

リアルタイム線量測定機器等の設置個所（☆はモニタリングポスト設置箇所）

文部科学省ホームページアドレス
http://www.mext.go.jp/

　町では、原発事故の風評被害等で減少した温泉旅館・ホテル利用者の誘客と、町産品の販売向上の一助と
して「元気アップキャンペーン」を実施します。
　対象期間に母畑・石川温泉郷に宿泊していただいたお客様（中学生以上）に、宿泊施設で使える1,000円分
の「元気アップ温泉利用券」をプレゼントします。利用券はお土産、お食事、喫茶、宿泊料など様々な使い
道があり、お得でうれしい企画となっています。この機会にぜひご利用ください。

 期間：11月1日㈫～平成24年1月31日㈫ 
◦旅館の宿泊費や飲食代に
◦ゲームやカラオケ等旅館内施設のご利用に
◦忘年会・新年会に利用してプランをランクアップ
◦旅館内でお土産の購入に

▲機器には測定結果が
　表示されています。

温泉名 施　設　名 電話番号 住　　所

母畑温泉

母畑元湯 26-2057 母畑字樋田112
源苑 26-2535 母畑字樋田8
ホテル下の湯 26-4101 母畑字湯前42
癒しの湯高蔵内源泉 26-5111 母畑字湯前32-1
八幡屋 26-3131 母畑字樋田75-1

猫啼温泉 井筒屋 26-1131 字猫啼22
西田屋 26-1012 字猫啼27

片倉温泉 薬王館 26-2206 字立ヶ岡178
塩ノ沢温泉 しおや 26-6188 板橋字塩ノ沢98

　
元気アップ
温泉利用券
【使い方例】

●お問い合わせ先　石川町観光物産協会　　☎26-9113

対象
旅館
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農産物等の放射能測定を実施しています

●検査対象物
　町内産農作物、農業の生産に係る資材等（肥料、

土壌等）
　簡易測定用検査機器
　アロカメディカル社製　食品放射能測定システム
　NaIシンチレーション検出器
　MODEL　CAN-OSP-NAI
　※精度の高い検査はゲルマニウム検出器による専
　　門機関での測定が必要です。
●検査料
　1検体　2,000円
●検査結果
　検査にはおおむね３日程度要し、検査結果は、検

体返却時にお渡しします。
●検査上の注意点
①1検体、1kg程度をビニール袋に入れてご持参願

います。
②農産物等は、外表面を食べる前の状態に洗ってき

てください。
●お申し込み・お問い合わせ先
　産業振興課　農政係　☎26-9126

●分析結果について
　10月3日から10月19日までに米、しいたけ、じ
ゃがいも、カボチャ、堆肥などを測定した結果、キ
ノコ類、土、堆肥以外は未検出となりました。
　なお、検出された数値は、いずれも暫定基準値を
下回っています。
※暫定基準値
　食　品　　500ベクレル/㎏
　飲料水　　200ベクレル/㎏

　町では、町内産農産物等の放射性物質の簡易測定を実施しています。
　検査を希望される方は、産業振興課まで農産物等をご持参ください。

石川町のお米は出荷出来ます
　石川町の平成23年産米の放射性物質については、
旧市町村区分ごとに予備調査5地点、本調査13地
点で実施しました。
　本調査の結果すべての箇所で不検出となり、石
川町の米は出荷可能となりました。
≪本調査の結果≫

場所 採取日 ヨウ素
131

セシウム
134

セシウム
137

旧石川町 H23.10.3 検出せず 検出せず 検出せず

旧石川町 H23.10.3 検出せず 検出せず 検出せず

旧母畑村 H23.10.3 検出せず 検出せず 検出せず

旧母畑村 H23.10.3 検出せず 検出せず 検出せず

旧中谷村 H23.10.3 検出せず 検出せず 検出せず

旧中谷村 H23.10.3 検出せず 検出せず 検出せず

旧山橋村 H23.10.3 検出せず 検出せず 検出せず

旧山橋村 H23.10.3 検出せず 検出せず 検出せず

旧沢田村 H23.10.3 検出せず 検出せず 検出せず

旧沢田村 H23.10.3 検出せず 検出せず 検出せず

旧野木沢村 H23.10.3 検出せず 検出せず 検出せず

旧野木沢村 H23.10.3 検出せず 検出せず 検出せず

旧野木沢村 H23.10.3 検出せず 検出せず 検出せず

放射能測定器を
貸し出しています

　町では、身の回りの放射線量の測定を希望され
る方に、石川町公民館、自治センター、保健セン
ターで測定器の貸し出しを行っています。
　貸し出しは町内に住所がある方に限りますので、
運転免許証や保険証など住所を確認できる書類を
提示してください。
　また、線量低減化事業により各行政区にも1台
ずつ測定器（クリアパルスA2700）が配備されま
した。
●貸出器
　ポリマスター　PM-1703M
●お問い合わせ先
　石川町公民館　　　　26-2566
　保健センター　　　　26-8416
　石川自治センター　　26-1554
　沢田自治センター　　26-0696
　野木沢自治センター　26-4939
　母畑自治センター　　26-1593
　中谷自治センター　　26-1457
　山橋自治センター　　26-1065
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町
民
の
皆
さ
ん
に
職
員
の
給
与
実
態
を
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
町
職
員
の
給
与
を
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
数
値
等
は
、
平
成
23

年
「
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」
及
び
「
地
方
公
共
団
体
定
員
管

理
調
査
」
等
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
町
職

員
の
定
員
適
正
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
平

成
16
年
の
200


人
か
ら
平
成
25
年
ま
で

の
9
年
間
で
50
人
の
職
員
削
減
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

◆
職
員
の
給
与

　
町
職
員
の
給
与
は
民
間
給
与
の
調
査
に

基
づ
く
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
及
び
国
や

他
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
均
衡
を
考
慮

し
つ
つ
町
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定

め
て
い
ま
す
。

◆
職
員
数

　
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
の
職
員
数
は

159


人
で
、
平
成
22
年
に
比
べ
6
人
の

減
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
臨
時
・
嘱
託
職

員
除
く
）

　
町
で
は
現
在
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
給

与
な
ど
の
抑
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
特
別
職
の
給
料
の
減
額

　
（
町
長
は
給
料
月
額
の
15
％
相
当
分
、

副
町
長
及
び
教
育
長
は
給
料
月
額
の
10

％
相
当
分
を
減
額
）

※
減
額
分
は
6
月
と
12
月
の
期
末
手
当
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
6
月
分
ず
つ
一
括
し
て
減

額
し
て
い
ま
す
。

②
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
抑
制

平
成
25
年
ま
で
に

50
人
の
削
減

町
長
15
％

特
別
職
10
％
を
減
額

縡 人件費の状況（平成22年度一般会計決算）
歳出総額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率

668,162 万円 140,394 万円 21.0％

※人件費には、議会議員やその他非常勤特別職の報酬、町長・副町長
などの特別職給与、職員給与及び退職手当組合負担金などが含まれます。

縟 初任給の状況（23年４月１日現在）

区分 初任給 ２年後の給料

一般行政職
大学卒 175,100 円 187,200 円
短大卒 155,400 円 167,000 円
高校卒 142,500 円 151,000 円

技能労務職 高校卒 137,900 円 145,800 円

縉 経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（23年４月１日現在）

区分 経験年数
10年～15年未満

経験年数
15年～20年未満

経験年数
20年～25年未満

一般行政職

大学卒 294,100 円 328,800 円 374,000 円

短大卒 272,300 円 323,600 円 376,400 円

高校卒 254,600 円 303,400 円 334,200 円

縋 特別職報酬等の状況（削減後）
給料（報酬）月額 期末手当（支給割合）

給
　
　
料

町　長 678,300 円 6 月期末 1.40 月分

副町長 575,100 円 12 月期末 1.50 月分

教育長 538,200 円 計 2.90 月分

縱 平均年齢及び平均給料月額の状況（平成22年４月現在）

区分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職員 43歳 7 月 340,100円

技能労務職員 53歳 8 月 366,400円

縒 人件費の状況（平成22年度一般会計決算）

職員数
給与費

一人当
り給与

前年度
一人当
り給与給料 職員手当 期末・勤勉

手当 計

142 人 60,581
万円

7,692
万円

19,552
万円

87,825
万円

618
万円

619
万円

※職員手当（退職手当を除く）には、国政選挙等の手当を含みます。

町
職
員
の

　
給
与
を
公
表
し
ま
す

町
職
員
の

　
給
与
を
公
表
し
ま
す

町
職
員
の

　
給
与
を
公
表
し
ま
す
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縢 職員手当の状況（平成23年４月１日現在）

期末勤勉

手当

区分 町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6 月期 1.225 月分 0.675 月分 1.25 月分 0.7 月分

12 月期 1.325 月分 0.675 月分 1.35 月分 0.650 月分

計 2.55 月分 1.35 月分 2.60 月分 1.350 月分

退職手当

町 国

（支給率） 自己都合 定年・勧奨 自己都合 定年・勧奨

勤続 20 年 23.5 月 30.55 月 23.5 月 30.55 月

勤続 25 年 33.5 月 41.34 月 33.5 月 41.34 月

勤続 35 年 47.5 月 59.28 月 47.5 月 59.28 月

最高限度 59.28 月 59.28 月 59.28 月 59.28 月

※退職手当基本額に、職務の級等により調整額が加算される場合があります。
※定年前早期退職者に対しては、勤続期間等により退職手当の基本額に加
算される場合があります

繆 一般行政職の級別職員数（平成23年４月１日現在）

区分 1級 2級 3 級 4 級 5 級 6 級 合計

標準的な業務 主事補・主事 主事 係長・主査 主幹・課長補佐
・主任主査 課長・主幹 課長

職員数（人） 10 1 33 34 13 4 95

構成比（％） 10.5 1.1 34.7 35.8 13.7 4.2 100

参考 前年度構成比 8.5 4.3 35.1 36.2 12.8 3.1 100

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、公営企業職、技能労務職を除いた行政職員です。

繦 職員数の状況（総数）

部

門

一般行政部門 特別行政
部門 一

般
会
計

公営事業部門

計議

会

総
務
企
画

税

務

民
生
衛
生

商
工
労
働

農
林
水
産

土

木

小

計

教

育

水

道

そ
の
他

小

計
平成
23年 2 34 9 53 2 9 7 116 21 137 8 14 22 159

平成
22年 2 32 9 58 2 9 7 119 23 142 8 15 23 165

差引 0 2 0 △ 5 0 0 0 △ 3 △ 2 △ 5 0 △ 1 △ 1 △ 6

縻 定員適正化計画の年次別進捗状況
一般行政 特別行政（教育） 公営事業等（水道等） 計

職員数 増 減 数 職員数 増減数 職員数 増 減 数 職 員 数 増 減 数

第1次計画
（平成7年〜

16年）

平成6年（計画前年） 175 45 14 234

平成16年度 135 △ 40 43 △ 2 22 8 200 △ 34

目標 208

達成率 104%

第2次計画
（平成16年〜

25年）

平成 16 年度（基準年） 135 43 22 200

平成 22 年度 119 △ 16 23 △ 20 23 1 165 △ 35

平成 23 年度 116 △ 19 21 △ 22 22 0 159 △ 41

進捗率 86.3% 91.6% ー 82%

平成 25 年度（目標年） 113 △ 22 19 △ 24 18 △ 4 150 △ 50

特殊勤務
手当 感染症等防疫作業手当　１日につき290円

時間外勤務
手当

正規の職員が勤務時間を越えて勤務したときに支給される
手当
職員一人当たりの平均支給年額 125,623 円

扶養手当 配偶者 13,000 円　配偶者以外の扶養家族 6,500 円

住居手当 借家
借間

月額 9,500 円を超える家賃を支払っている職員
に対し 100 円から 27,000 円

通勤手当

交通機関
等利用者

61,000 円まで全額、61,000 円を超えた場合、
その超えた額の 2 分の 1 の額を 61,000 円に加
えた額

交通用具
利用者 通勤距離に応じて 2,300 円から 45,800 円

管理職手当 課長の職にある職員　　　　給料月額× 12/100
課長補佐の職にある職員　　給料月額× 6/100
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一部損壊住宅の
修繕工事費を助成します

　町では、東日本大震災により被災を受けた個人住宅の復旧を目的として、住宅
の一部破損箇所の修繕工事を実施する人に対し、修繕費用の一部を助成します。

助成対象者
　　次の要件をすべて満たす人
（1）町内に住民登録をしている人
（2）住宅の所有者で現に居住していること。または、相続関係者かつ納税管理者であること。
（3）町税を滞納していないこと

助成対象住宅
　　次の要件をすべて満たす人
（1）東日本大震災で被災した住宅であること
（2）被災の程度が一部損壊と判定された住宅（門、塀、擁壁などの外構工事は除く）
（3）被災日（平成23年3月11日）に自己の居住の用に供していること
（4）違反建築でないこと

助成対象工事
　　次のすべてを満たす工事
（1）対象工事が被災者生活再建支援法に基づく支援または災害救助法に基づく住宅の応急修理の支援を受け

ていないこと。
（2）平成24年3月30日までに「工事完了報告書」が提出できること。ただし材料不足など特別の事由により、

年度末の工事完了が困難な場合は相談してください。
助成金額

　　修繕工事費の3分の1に相当する額（千円未満に端数が生じた時は、その端数を切り捨てた額）とし、20
万円を限度額とする。

申請に必要な書類
　（1）東日本大震災による一部損壊住宅修繕工事費助成金交付申請書（第1号様式）
（2）申請者の住民票
（3）納税証明書　
（4）住宅の所有権を証明できる文書
　　（固定資産税の納入通知書など）
（5）り災証明書の写し
（6）修繕工事見積書の写し（対象工事の明細が確認できるもの）
（7）被災箇所が確認できる写真（住宅全体及び被災箇所の写真）
　　（既に工事が完了し、写真がない場合は、相談してください。）
（8）申請者の預金通帳（持参）

申請受付等
　【申請書類等配付箇所】　
　申請書は都市建設課に備えてあります。または町
ホームページでダウンロードできます。

【申請書等受付日時】　
　平成23年11月1日㈫〜平成24年2月29日㈬　

（土曜日、日曜日、祝祭日を除きます。）
　午前8時30分から午後5時15分

【申請書受付場所】都市建設課（役場分庁舎）
　詳しくは都市建設課都市整備係にお問い合わせく
ださい。☎0247−26−9131

申請者本人が町の保有する情報を利用
することに同意した場合は省略するこ
とができます。｝

留　意　事　項
（税務課からのお知らせ）

　この助成金に該当する方で、すでに平成22年
分に遡って確定申告の雑損控除の申告をされた
方は、助成金額を損害額から差し引くことにな
りますので、申告の訂正が必要になります。
　詳しくは須賀川税務署にお問い合わせください。

☎0248−75−2194
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
た
福
島
県
議

会
議
員
一
般
選
挙
が
、
11
月
20
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
選
挙
は
有
権
者
が
政
治
に
参
加
す
る
最
大
の
機
会
で
あ

る
と
と
も
に
、
国
民
の
権
利
で
も
あ
り
、
責
務
で
も
あ
り

ま
す
。
未
来
を
切
り
開
く
の
も
皆
さ
ん
の
一
票
か
ら
で
す
。

　
棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

◦
平
成
3
年
11
月
21
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
石
川
町
に
引
き
続
き
３
か

月
以
上
居
住
し
て
い
る
方

◦
平
成
23
年
8
月
9
日
ま
で
に
転
入
届

を
出
さ
れ
て
い
る
方
で
、
引
き
続
き

居
住
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
方

◦
石
川
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
で
、
県
内
の
他
市
町
村
に

転
出
さ
れ
た
方

　
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
事
情
に
よ
り
当

日
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

　
郵
送
さ
れ
た
入
場
券
を
持
参
し
て
、

期
日
前
投
票
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
期
間
：
11
月
11
日
㈮
～
11
月
19
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　
場
所
：
石
川
自
治
セ
ン
タ
ー

（
字
南
町
36
）

●
長
期
に
出
張
・
滞
在
す
る
方

　
石
川
町
に
住
民
票
の
あ
る
方
で
、
長

期
間
、
出
張
等
に
よ
り
町
外
に
滞
在
す

る
方
は
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
入
院
中
で
投
票
所
に
行
け
な
い
方

　
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
、
病
院
等
施
設
の
職
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
身
体
の
不
自
由
な
方
へ

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
障

害
の
程
度
が
一
定
の
条
件
に
該
当
し
て

い
る
方
、
も
し
く
は
介
護
保
険
要
介
護

５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
「
郵
便

投
票
制
度
」
を
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
た
場

合
は
、
次
の
方
法
に
よ
り
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◦
投
票
所
で
投
票
す
る
方
法

◦
期
日
前
投
票
所
で
投
票
す
る
方
法

◦
転
出
先
の
市
町
村
で
不
在
者
投
票
す

る
方
法

　
い
ず
れ
の
方
法
も
、「
引
き
続
き
住

所
を
有
す
る
証
明
書
」（
無
料
）
ま
た

は
「
住
民
票
の
写
し
」（
有
料
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。「
引
き
続
き
住
所
を

有
す
る
証
明
書
」
は
各
市
町
村
の
窓
口

で
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
県
内
の
他
市
町
村

へ
転
出
後
、
さ
ら
に
別
の
市
町
村
へ
転

出
さ
れ
た
場
合
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

※
県
外
へ
転
出
さ
れ
た
場
合
は
、
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

　
「
仕
事
を
休
ん
で
投
票
に
来
た
」
等

の
事
情
の
あ
る
方
で
、
投
票
済
証
明
書

を
必
要
と
す
る
方
は
、
投
票
管
理
者
ま

た
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
☎
２
６
¦
２
１
１
１

11月20日㈰
午前7時～午後7時
期日前投票
11月11日㈮～19日㈯
時間：午前8時30分～午後8時
場所：石川自治センター
　　　　　　（南町旧水道事業所）

福島県議会議員
一般選挙投票日



坊屋敷の桜

坊屋敷

塩野沢

旅館しおや（宿泊・食事）

上松ヶ平

女庭鉱泉

ブナの大木

天神宮

庫畑集会所

記念碑

南山形
小学校

女庭

権現山

羽入田の桜弘法山（弘法わらび）

小木商店

所　部

犬ヶ馬場
羽入田

柿の木平

沢古屋

高原
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２７６
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★
★

★

★

★
★

★

★

①

②
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧

つつじ

（板橋フットパスマップ）
里山のこみち

光渡寺

東渡神社

羽入田の蔵

羽入田の藤

あじさい

芝桜

至浅川

至浅川

至鮫川

至古殿

至石川

山道コース

ビューポイント
那須山が見える

（飲み物・ガソリンスタンド）

山橋イメージキャラクター
石ころ多くん

兵庫屋敷

羽入田のつつじ・蔵

上級者コース

至鮫川

子安観音Ｃ

板仲あやめ園Ｆ

★

★

★

★
★

★
★

★

三叉路

〒

福島県地域づくり総合支援事業（サポート事業）補助金活用事業　   山橋まちづくり委員会
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山
橋
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、「
水

生
ま
れ
る
里
“
や
ま
は
し
”」
を
広
く

ア
ピ
ー
ル
し
、
地
域
を
訪
れ
る
人
に
楽

し
く
散
策
し
て
も
ら
お
う
と
フ
ッ
ト
パ

ス
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
フ
ッ
ト
パ
ス
と
は
、「
ハ
イ
キ
ン
グ

で
歩
く
人
の
た
め
の
道
」「
歩
く
こ
と

を
楽
し
む
た
め
の
道
」
の
こ
と
を
言
い
、

歩
く
こ
と
【
f
o
o
t
】
が
で
き
る
小

道
【
p
a
t
h
】
で
す
。

　
フ
ッ
ト
パ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
が
発
祥
地

山橋地区に“フットパス”が完成!!
ゆっくり歩いて地域内の自然や歴史　にふれてみませんか？

で
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
フ
ッ
ト
パ
ス
が
国

土
を
網
の
目
の
よ
う
に
縫
い
、
国
民
が

積
極
的
に
歩
く
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
最
近
、
日
本
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
生
か
し
た
魅
力
的
な
フ
ッ
ト

パ
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ッ
ト
パ
ス
は
、
ゆ
っ
く
り
歩
く
こ

と
で
、
乗
り
物
で
は
通
り
過
ぎ
て
し
ま

う
よ
う
な
道
の
途
中
に
あ
る
自
然
、
歴

史
、
文
化
な
ど
、
地
域
の
魅
力
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
同
委
員
会
で
は
、
板
橋
地
内
の
フ
ッ

ト
パ
ス
完
成
を
記
念
し
、
11
月
6
日
に

開
催
さ
れ
る
「
山
橋
宝
の
里
復
活
被
災

者
交
流
イ
ベ
ン
ト
」
で
開
通
記
念
イ
ベ

ン
ト
「
や
ま
は
し
を
歩
こ
う
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
、
紅
に
染

ま
る
木
々
を
な
が
め
、
楽
し
く
歩
い
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

（
丸
数
字
は
順
路
）

▲芝桜 ▲羽入田のつつじ ▲あやめ園



坊屋敷の桜

坊屋敷

塩野沢

旅館しおや（宿泊・食事）

上松ヶ平

女庭鉱泉

ブナの大木

天神宮

庫畑集会所

記念碑

南山形
小学校

女庭

権現山

羽入田の桜弘法山（弘法わらび）

小木商店

所　部

犬ヶ馬場
羽入田

柿の木平

沢古屋

高原

２７６
２７６ ２７４

２７４

２７６

★★

★
★

★

★

★
★

★

★

①

②
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧

つつじ

（板橋フットパスマップ）
里山のこみち

光渡寺

東渡神社

羽入田の蔵

羽入田の藤

あじさい

芝桜

至浅川

至浅川

至鮫川

至古殿

至石川

山道コース

ビューポイント
那須山が見える

（飲み物・ガソリンスタンド）

山橋イメージキャラクター
石ころ多くん

兵庫屋敷

羽入田のつつじ・蔵

上級者コース

至鮫川

子安観音Ｃ

板仲あやめ園Ｆ

★

★

★

★
★

★
★

★

三叉路

〒

福島県地域づくり総合支援事業（サポート事業）補助金活用事業　   山橋まちづくり委員会
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フットパス完成記念
「やまはしを歩こう」も開催

山橋宝の里復活
被災者交流イベント

山橋地区に“フットパス”が完成!!
ゆっくり歩いて地域内の自然や歴史　にふれてみませんか？

▲記念碑 ▲光渡寺

▲那須山を遠望できるビューポイント







●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

広報いしかわ 11 月号 ● 18

　木村　瑛美さん（21歳）　●双里字白坂下

▶次回は、木村さんの紹介で有松慶祐さんです。

職業▶JAあぶくま石川で金融窓口を担当し
ています。

Q	

Q	

Q	

Q	

A

A

A

A

今、情熱を傾けて取り組んでいることは何
ですか
仕事です。3 年目になり、責任感というも
のをより感じるようになりましたが、失敗
を恐れず、何事にも積極的に挑戦していき
たいです。
将来やってみたいことや夢を聞かせてくだ
さい
明るく笑顔のたえない家庭を築くことです。
将来どんな町になって欲しいですか
お年寄りの方も若い人もみんなで協力し合
えるつながりのある町になって欲しいです。
最後に理想のタイプは
お父さん♡（笑）優しくて、笑顔が素敵な
男性です。

鶴渕　紗
さ

良
ら

ちゃん（3歳）（左）

　　　玖
くうと

翔くん（５か月）（右）

「これからも2人仲良く
毎日笑顔でいてね♪」　

　パパ、ママより　字高田



●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

㈲御光福園芸   吉田　隆さん
〒963−7827　新屋敷字鳥内20　☎26−0183　薨26−0185

http：//seica.info/search/？00062695

ほのぼの
        二人三脚
ほのぼの
        二人三脚

二人で元気に毎日を大切にしたい

氏名：髙橋　勝雄さん（７3歳）
　　　　　テル子さん（７2歳）
住所：新屋敷字新覚
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
が
1
人
、
孫
が
2
人
に
な
り

ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
、
昭
和
36
年
に
結
婚
し
ま

し
た
。
結
婚
当
初
か
ら
農
業
で
生
計

を
立
て
当
時
は
米
、
麦
な
ど
を
生
産
し
て
い

ま
し
た
。
昭
和
45
年
に
は
、
10
人
で
加
工
ト

マ
ト
生
産
組
合
を
設
立
し
加
工
ト
マ
ト
の
生

産
を
始
め
ま
し
た
。
農
業
普
及
所
の
先
生
に

教
え
ら
れ
な
が
ら
生
産
し
、
1
年
目
は
予
定

収
穫
量
の
半
分
し
か
収
穫
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
徐
々
に
軌
道
に
の
り
ピ
ー
ク
時
に
は

2
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
面
積
を
作
付
け
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
55

年
頃
に
は
連
作
の
影
響
で
生
産
で
き
な
く
な

り
、
昭
和
57
年
に
果
樹
農
家
に
転
換
し
ま
し

た
。
現
在
は
農
業
に
携
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
振
り
返
る
と
加
工
ト
マ
ト
や
果
樹

な
ど
新
し
い
作
物
の
生
産
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

あ
っ
と
い
う
間
で
充
実
し
た
50
年
だ
っ
た
気

が
し
ま
す
。

　
夫
婦
二
人
の
思
い
出
は
、
二
人
と
も
温
泉

が
好
き
で
、
農
閑
期
に
磐
梯
熱
海
温
泉
や
中

ノ
沢
温
泉
に
湯
治
に
い
っ
た
こ
と
が
心
に
残

っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
お
互
い
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
よ

う
に
体
に
気
を
つ
け
て
、
毎
日
を
大
切
に
過

ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

勝
雄
…
植
木
の
手
入
れ
で
す
。

テ
ル
子
…
新
屋
敷
サ
ロ
ン
で
み
ん
な

と
話
し
た
り
運
動
し
た
り
す
る
こ
と
が
楽
し

み
で
す
。石

川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

北
須
川
・
今
出
川
の
桜
が
好
き
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

藤
沢
工
業
用
地
に
早
く
企
業
を
誘
致

し
て
、
若
者
の
働
く
場
所
を
確
保
し

て
ほ
し
い
で
す
。

A

A

A

AA

Q Q

QQQ

　㈲御光福園芸で専務取締役を務める吉田隆さんは、81棟のハ
ウスでホウレンソウやコマツナを生産し県内外に出荷しています。
　震災では原発事故の影響によりホウレンソウの出荷が制限され、

毎日300kgのホウレンソウを廃棄しました。6月に出荷制限が解除されました
が、風評被害により首都圏に出荷できない状況が続きました。同社では、風評
被害対策として自社基準を設け作物、空間、土壌の放射線量を独自で測定し、

商品の安全性をアピールし続け、ようやく首都圏向けの出荷が再
開されました。また、東京で開催される「地方銀行フードセレク
ション」や「福島復興祭」に参加し石川の野菜の安全性を積極的
にPRしています。
　「農業が衰退すれば町の活力がなくなる。地場産業の元気がな
くなれば地域は発展しない。まずは、石川町は線量が低く安全だ
ということを県外でPRし風評被害を払しょくしたい。また、福
島のおいしい野菜をPRするとともに、就農する人が増えるよう
にビジネスとしての農業の魅力も伝えたい」と吉田さんは話します。
　御光福園芸では、千葉大学などと連携しながら「ホウレンソウ
生産システム」を開発し、低コストで栄養価が高く品質の良いホ
ウレンソウの通年販売に取り組んでおり、吉田さんは、安全で高
品質なホウレンソウ提供と風評被害の払しょくに頑張っています。



広報いしかわ 11 月号 ● 20

い
し
か
わ
の
歴
史

石
川
桜
め
ぐ
り

故
郷
の
歩
み
を
学
ぶ

5 
奈
良・平
安
時
代
の
石
川

�
樹
種
名　
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

�
樹
齢　
　
　
不
明
（
江
戸
中
期
）

�
形
状
寸
法　
樹　
　
高　
12
ｍ　

　
　
　
　
　
　
胸
高
幹
周　
2
・
5
ｍ

�
特
記
事
項

　
江
戸
中
期
、
三
森
幸
右
衛
門
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
。
幸
右
衛
門
が
こ

の
地
に
さ
し
か
か
っ
た
所
、
突
然
四
方
か
ら
狼
が
襲
い
か
か
っ
て
き
ま
し

た
。
と
っ
さ
に
こ
の
桜
の
木
に
登
り
、
フ
ン
ド
シ
に
火
を
点
け
振
り
回
し
、

狼
を
追
い
払
い
、
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
桜
を
「
幸

右
衛
門
桜
」
と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

�
見
頃　
4
月
中
旬

幸
右
衛
門
桜

北
山
字
羽
貫
田

▲殿内遺跡(新屋敷)の９世紀の竪穴住居跡

町史学習会のお知らせ
　11月6日から12月4日まで
の日曜日午前9時30分から開
催。当日申し込み可能です。

『石川町史』第3巻をご用意く
ださい（町内書店にあります）。
　石川昭光の石川退去が中心
になります。なお、今年で中
世（戦国時代）は終了します。

▼

発
見
さ
れ
た
木
簡

　
6
4
5
年
6
月
の
中な

か
の
お
お
え
の
お
う
じ

大
兄
皇
子
（
天て

ん
じ智

天
皇
）・
中
臣
（
藤
原
）
鎌
足
ら
に
よ
る

大
化
の
改
新
は
、
蘇そ

が我
氏
ら
の
中
央
豪
族

の
打
倒
だ
け
で
な
く
、
地
方
で
土
地
と
人

民
を
支
配
し
て
い
た
国

く
に
の
み
や
つ
こ

造
を
も
、
中
央

政
府
の
強
力
な
統
制
下
に
お
く
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
中
国

か
ら
導
入
し
た
制
度
が
律
令
制
で
、
大
宝

元
年
（
7
0
1
年
）
に
大
宝
律
令
が
で
き

ま
し
た
。
律
令
国
家
は
土
地
と
人
民
を
国

有
に
し
、
国
家
の
組
織
を
使
っ
て
農
民
で

あ
る
人
民
に
土
地
を
与
え
る
と
と
も
に
、

重
い
税
を
徴
収
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

人
々
の
生
活
は
古
墳
時
代
と
大
差
な
く
、

住
ま
い
は
竪
穴
住
居
で
し
た
。

  
全
国
に
国
が
設
置
さ
れ
、
国
の
長
官
で

あ
る
守
以
下
の
国
司
は
中
央
か
ら
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。
国
の
下
に
は
郡
が
置
か

れ
、
そ
れ
ま
で
の
国
造
を
郡
司
に
任
命
し

ま
し
た
。
郡
の
下
に
は
行
政
の
末
端
組
織

で
あ
る
里
（
後
に
郷
）
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
の
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
県
が

陸む
つ
の
く
に
奥
国
で
す
。
陸
奥
国
白
河
郡
は
現
在
の

石
川
郡
を
含
む
大
き
な
郡
で
し
た
。

　
和
銅
3
年
（
7
1
0
年
）、
都
は
大
和

か
ら
平へ

い
ぜ
い城
京
（
奈
良
）
に
移
り
、
薬
師
寺

や
興
福
寺
が
移
築
・
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
平
15
年
（
7
4
3
年
）
10
月
に
は
、

聖
武
天
皇
が
盧る

し
ゃ
な

舎
那
大
仏
造
立
の
詔

み
こ
と
の
りを

発
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
後
に
東
大
寺
の
大

仏
に
な
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
仏
教
に
よ

る
国
家
の
鎮
護
を
願
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
平
成
11
年
、
阿
武
隈
高
原
道
路
の
建
設

に
伴
い
、
玉
川
村
小
高
の
江え

だ
い
ら平

遺
跡
を
発

掘
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
一
枚
の
木も

っ
か
ん簡（
長

方
形
の
木
札
）
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
聖

武
天
皇
の
命
令
で
、
呰あ

ざ
ま
ろ

万
呂
と
い
う
人
が

最さ
い
し
ょ
う
お
う

勝
王
経
と
大だ

い
は
ん
に
ゃ

般
若
経
を
天
平
15
年
3

月
に
読
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
所
は
寺
院
で
あ
り
、
呰
万

呂
は
郡
司
ク
ラ
ス
の
有
力
者
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
奈
良
の
朝
廷
の
権
力
と
仏
教
が
、

こ
の
よ
う
な
形
で
石
川
地
方
に
も
浸
透
し

て
い
た
の
で
す
。

　
『
和わ

み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う
し
ょ
う

名
類
聚
抄
』
と
い
う
書
物
に
よ
る

と
、
白
河
郡
に
は
17
の
郷
が
あ
り
、
そ
の

中
に
「
石
川
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
文

献
に
現
れ
た
最
初
の
石
川
で
す
。『
和
名

類
聚
抄
』
は
10
世
紀
前
半
の
著
作
で
9
世

紀
（
平
安
前
期
）
の
状
況
を
記
録
し
た
と

さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
12
世
紀
の
人

物
で
あ
る
源
（
石
川
）
有
光
が
、
故
郷
の

河
内
国
（
大
阪
府
）
石
川
の
地
名
を
移
し

た
と
い
う
説
は
単
な
る
伝
説
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。



◆地域福祉ネットワーク標語
「地域みんなで、気にかけあい・見守りあい・声かけあって、誰もが安心して暮らせる地域づくりを」

●
相
談
・
連
絡
先　

保
健
福
祉
課　

高
齢
福
祉
係　

☎
２
６
―
９
１
２
４	

　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

☎
２
６
―
４
６
０
６
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「
転
ば
ぬ
先
の
住
宅
改
修
」

〜
年
を
と
る
と
住
ま
い
で
の
転
倒
が
増
え
る
!?
〜

　
階
段
な
ど
で
よ
ろ
け
た
り
、
敷
居
の
段
差
で
つ
ま
ず
い
た
り
。
年
齢
を
重
ね
る
と
運
動
や
感

覚
の
機
能
が
低
下
し
日
常
生
活
の
な
か
で
様
々
な
変
化
が
生
じ
て
き
ま
す
。

　
転
倒
に
よ
る
骨
折
や
膝
、
腰
の
痛
み
に
よ
る
身
体
の
変
化
は
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
へ
の
怖

さ
や
面
倒
な
気
持
ち
を
引
き
起
こ
し
、
さ
ら
に
は
筋
力
や
体
力
の
低
下
を
招
い
て
し
ま
う
の
で
す
。

【
住
ま
い
を
住
宅
改
修
す
る
と
…
】

① 

事
故
の
予
防
が
出
来
ま
す
！

　
段
差
を
な
く
す
、
手
す
り
を
つ
け
る
、
滑
り
に
く
い
床
材
を
使
用
す
る
な
ど
環
境
を
変
え
る

こ
と
で
姿
勢
が
安
定
し
転
ぶ
こ
と
を
予
防
で
き
ま
す
。　

② 

自
分
で
出
来
る
こ
と
を
増
や
せ
ま
す
！

「
自
分
の
力
で
移
動
す
る
こ
と
が
面
倒
」、「
手
助
け
を
頼
む
の
は
な
ん
だ
か
悪
い
な
」
と
い
う

気
持
ち
は
活
動
す
る
機
会
を
減
ら
し
、
さ
ら
に
悪
循
環
を
起
こ
し
ま
す
。
住
宅
を
手
直
し
す

る
こ
と
で
自
分
で
出
来
る
こ
と
が
増
え
れ
ば
行
動
範
囲
が
広
が
り
自
信
に
繋
が
り
ま
す
。

③ 

介
護
者
の
介
護
負
担
が
軽
く
な
り
、
心
の
余
裕
が
生
ま
れ
ま
す
！

　
自
分
ひ
と
り
で
出
来
な
い
と
な
る
と
手
助
け
す
る
人
「
介
護
者
」
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

移
動
し
に
く
い
住
宅
構
造
や
人
力
に
頼
る
ば
か
り
の
介
護
は
、
身
体
も
心
も
介
護
者
に
負
担

が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
介
護
の
し
や
す
さ
も
考
慮
し
た
住
ま
い
の
改
善
や
福
祉
用
具
の

活
用
で
介
護
者
の
心
身
の
負
担
を
軽
く
で
き
ま
す
。

【
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
】

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
一
人
に
つ
き
上
限
20
万
円
ま
で
、
か
か
っ
た
費
用
の
1

割
を
自
己
負
担
す
る
だ
け
で
住
宅
改
修
が
行
え
ま
す
。

【
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
】

　
要
介
護
認
定
の
対
象
外
と
な
っ
た
お
年
寄
り
が
転
倒
等
に
よ
り
要
介
護
状
態
に
陥
る
こ
と
を

予
防
し
、
在
宅
生
活
の
継
続
を
図
る
た
め
に
住
宅
改
修
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
①
対
象
者

　
　
60
歳
以
上
の
お
年
寄
り
で
過
去
に
当
該
補
助
を
受
け
て
い
な
い
世
帯

　
②
補
助
額

　
　
住
宅
改
修
費
に
要
す
る
費
用
の
10
分
の
9
以
内
で
、
9
万
円
が
限
度

　
詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
ま
た
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「アボカド春巻き揚げ」と
「キャベツとベーコンのミルクスープ」

材　料 （4人分）
アボカド……………………1個
レモン汁……………………適量
エビ…………………………8尾
玉ねぎ……………………1／2個
春巻きの皮…………………8枚
塩・こしょう………………少々
油……………………………適量
～サルサ風ソース～
トマトみじん切り………小さじ1
玉ねぎみじん切り………小さじ1
にんにくみじん切り……小さじ1
ピーマンみじん切り……小さじ1
　　タバスコ………………少々
　　ケチャップ…………大さじ3
　　レモン汁……………大さじ2 ●食改さんの　　　　　　　

　アボカドは栄養が豊富でがん予防や高血圧予防、動脈硬化
予防に役立ちます。
　食物繊維も多く便秘予防にも効果的で、アボカド1／2個で
ご飯茶碗1杯分のエネルギーがあり、体力の弱りを回復する時
におすすめです。サルサ風ソースは食欲増進にも繋がります。
　ミルクスープの牛乳はカルシウムが豊富で、タンパク質やビ
タミンと一緒に摂ることで吸収がよくなります。疲れた体を元
気にするメニューです。

●食改さんの　　　　　　　
　アボカドは栄養が豊富でがん予防や高血圧予防、動脈硬化
予防に役立ちます。
　食物繊維も多く便秘予防にも効果的で、アボカド1／2個で
ご飯茶碗1杯分のエネルギーがあり、体力の弱りを回復する時
におすすめです。サルサ風ソースは食欲増進にも繋がります。
　ミルクスープの牛乳はカルシウムが豊富で、タンパク質やビ
タミンと一緒に摂ることで吸収がよくなります。疲れた体を元
気にするメニューです。

●栄養士のひとこと
　アボカドは森のバターと呼ばれる通り、果物には珍しく
多くの脂肪分が含まれています。
　この脂肪分は血液をサラサラにしたり、コレステロール
値を下げたりする働きがあります。
　ほかに、カリウム、ビタミン類、食物繊維なども多く含
まれ、栄養価の高い果物です。牛乳はカルシウムが豊富
で、女性に多い骨粗しょう症を予防する働きがあります。

●栄養士のひとこと
　アボカドは森のバターと呼ばれる通り、果物には珍しく
多くの脂肪分が含まれています。
　この脂肪分は血液をサラサラにしたり、コレステロール
値を下げたりする働きがあります。
　ほかに、カリウム、ビタミン類、食物繊維なども多く含
まれ、栄養価の高い果物です。牛乳はカルシウムが豊富
で、女性に多い骨粗しょう症を予防する働きがあります。

●アボカド春巻きあげの作り方
①アボカドは縦に2つに割り、種を除い
て皮をむき縦にスライスする。レモン
汁をふっておく。
②エビはさっと茹でて、殻と背ワタを取
り除き塩・こしょうをしておく。
③玉ねぎは3㎜幅にスライスする。
④春巻きの皮を広げたうえに、①、②、
③、①の順に重ね皮で包む。
⑤④を180℃の油で揚げる。表面がき
つね色になったら出来上がり。
⑥サルサ風ソースを作る。
　ボウルにみじん切りにした野菜と、A
を混ぜ合わせてソースを作り、⑤の上
からかける。

●アボカド春巻きあげの作り方
①アボカドは縦に2つに割り、種を除い
て皮をむき縦にスライスする。レモン
汁をふっておく。
②エビはさっと茹でて、殻と背ワタを取
り除き塩・こしょうをしておく。
③玉ねぎは3㎜幅にスライスする。
④春巻きの皮を広げたうえに、①、②、
③、①の順に重ね皮で包む。
⑤④を180℃の油で揚げる。表面がき
つね色になったら出来上がり。
⑥サルサ風ソースを作る。
　ボウルにみじん切りにした野菜と、A
を混ぜ合わせてソースを作り、⑤の上
からかける。

●キャベツとベーコンの
ミルクスープの作り方

①キャベツはよく洗い、短冊に切る。
②ベーコンは1㎝幅に切り、湯通しす
る。
③鍋に油を熱し、①、②を入れ軽く炒め
る。
④③にスープの素と牛乳を加え、煮立て
ないように弱火で煮て塩・こしょうで
味を調える。
⑤④にBの水溶き片栗粉を流し入れと
ろみをつける。

●キャベツとベーコンの
ミルクスープの作り方

①キャベツはよく洗い、短冊に切る。
②ベーコンは1㎝幅に切り、湯通しす
る。
③鍋に油を熱し、①、②を入れ軽く炒め
る。
④③にスープの素と牛乳を加え、煮立て
ないように弱火で煮て塩・こしょうで
味を調える。
⑤④にBの水溶き片栗粉を流し入れと
ろみをつける。

A｛

材　料 （4人分）
キャベツ……………250g
ベーコン……………100g
油……………………大さじ1
スープの素…………大さじ2
牛乳…………………4カップ
塩・こしょう…………各少々
　　片栗粉…………大さじ1
　　水………………大さじ4

栗原シズイさん（双里）（左）
瀬谷　和子さん（中田）（右）
栗原シズイさん（双里）（左）
瀬谷　和子さん（中田）（右）

B｛
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陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

　
15
歳
か
ら
17
歳
未
満
の
男
子
が
対

象
の
採
用
試
験
で
す
。
入
校
と
同
時
に
、

特
別
職
国
家
公
務
員
に
な
り
通
信
制

の
高
等
学
校
教
育
を
受
け
な
が
ら
将
来
、

自
衛
隊
の
技
術
陸
曹
を
養
成
す
る
制

度
で
す
。

 

一
般
採
用
試
験 

●
受
付
期
間

　
11
月
1
日
㈫
〜
平
成
24
年
1
月
6

日
㈮

●
1
次
試
験　

▪
日
時　
平
成
24
年
1
月
14
日
㈯

▪
会
場　
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材

育
成
セ
ン
タ
ー
（
旧
白
河
市
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
）

▪
科
目　
国
・
社
・
数
・
理
・
英
・

　
作
文
（
５００


字
）

●
2
次
試
験
は
１
次
試
験
合
格
者
の

み
に
案
内
し
ま
す
。

 

推
薦
採
用
試
験 

●
受
付
期
間

　
11
月
1
日
㈫
〜
12
月
16
日
㈮

●
採
用
試
験

　
平
成
24
年
1
月
7
日
㈯
〜
1
月
9

日
㈪
の
指
定
す
る
1
日

●
会
場　
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

口
述
試
験
、
筆
記
試
験
、
身
体
検
査

※
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　
白
河
地
域
事
務
所

☎
0
2
4
8
ı
2
4
ı
0
3
7
2

平
成
24
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査

の
追
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

●
石
川
町
建
設
工
事
、
測
量
、
製
造
、

物
品
購
入
（
修
繕
）
に
か
か
る
平
成

24
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査
の
追
加

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
期
間

　
12
月
1
日
㈭
～
12
月
27
日
㈫
ま
で

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
時
間

　
午
前
9
時
～
正
午
、

　
午
後
1
時
～
午
後
5
時

●
受
付
場
所　
地
域
づ
く
り
推
進
課

管
理
係
（
本
庁
舎
２
階
）

●
申
請
書
類　
県
様
式
に
準
ず
る

（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）

※
町
内
業
者
に
つ
い
て
は
、
町
に
納
め

て
い
る
全
て
の
納
税
証
明
書
を
添
付

※
建
設
工
事
申
請
に
つ
い
て
は
、
経

営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
の
写
し

を
添
付

●
申
請
方
法　
持
参
及
び
郵
送
（
1

部
提
出
）

※
申
請
書
は
Ａ
4
個
別
ホ
ル
ダ
ー
に

綴
じ
て
提
出
の
こ
と
。

（
郵
送
の
場
合
は
、
80
円
切
手
を
添
付

し
た
定
形
長
3
封
筒
に
あ
て
先
を
記

入
の
う
え
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
12
月
27
日
㈫
当
日
消
印
有
効

●
有
効
期
間　
　

平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
1
年
間

●
そ
の
他

　
内
容
は
石
川
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
推
進
課　
管
理
係　

☎
２６

ı
9
1
1
5

（
〒
9
6
3
ı
7
8
9
3　

福
島
県
石
川
郡
石
川
町
字
下
泉
１
５

３
ı
２
）

東
日
本
大
震
災
の
被
災
労
働
者
に

よ
る
労
災
補
償
請
求
に
つ
い
て

　
社
員
、
パ
ー
ト
な
ど
の
従
業
員
の

方
が
仕
事
中
又
は
通
勤
途
中
に
地
震
・

津
波
に
遭
遇
し
、
ケ
ガ
ま
た
は
亡
く

な
ら
れ
た
場
合
、
ケ
ガ
を
さ
れ
た
方

ま
た
は
ご
遺
族
は
、
労
災
保
険
か
ら

の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
労
働
基
準
監
督

署
ま
た
は
福
島
労
働
局
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
ご
相
談
先

　
須
賀
川
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
0
2
4
8
ı
7
5
ı
3
5
1
9

　
福
島
労
働
局

　
☎
0
2
4
ı
5
3
6
ı
4
6
0
5　

お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
ス
ト
レ

ス
対
策
！「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」

の
お
知
ら
せ

　
震
災
や
原
発
事
故
に
よ
る
、
お
子
さ

ん
や
お
母
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
対
策
と
し

て
、
次
の
と
お
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
は
手
遊
び
や
読
み
聞
か
せ

等
、
お
母
さ
ん
は
元
気
に
な
る
た
め

の
交
流
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

個
別
相
談
も
で
き
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
対
象　
就
学
前
の
お
子
様
と
お
母

さ
ん

●
場
所

◦
石
川
会
場　
石
川
町
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム

◦
須
賀
川
会
場　
福
島
県
県
中
保
健

福
祉
事
務
所
（
須
賀
川
市
）

●
日
程

◦
石
川
会
場　
11
月
29
日
㈫

◦
須
賀
川
会
場　
11
月
9
日
㈬
、

　
24
日
㈭
、
12
月
16
日
㈮

●
開
催
時
間

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

（
石
川
会
場
・
須
賀
川
会
場
と
も
共
通
）

●
参
加
費　
無
料
（
申
し
込
み
は
不

2
0
1
2
年
版『
福
島
県
民
手
帳
』、

『
福
島
県
勢
要
覧
』の
販
売
の
お
知
ら
せ

　
2
0
1
2
年
版
『
福
島
県
民
手
帳
』、

『
福
島
県
勢
要
覧
』
を
販
売
し
ま
す
の

で
、
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
代
金

を
持
参
の
う
え
、
地
域
づ
く
り
推
進

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
販
売
物

　
『
福
島
県
民
手
帳
』　
1
冊

◦
月
間
ダ
イ
ア
リ
ー
横
罫
版

（
濃
い
緑
色
）　　
5
0
0
円
（
税
込
）

◦
月
間
ダ
イ
ア
リ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
版

（
黄
緑
色
）　　
　
5
0
0
円
（
税
込
）

『
福
島
県
勢
要
覧
』

　
1
冊　
　
　

1
，5
0
0
円
（
税
込
）

●
販
売
期
間　
　

　
11
月
1
日
㈫
〜
11
月
30
日
㈬

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

※
販
売
物
が
無
く
な
り
次
第
、
販
売

終
了
と
な
り
ま
す
。

●
販
売
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
づ
く
り
推
進
課　
管
理
係　

　
☎
2
6
ı
9
1
1
5

要
で
す
）

●
ス
タ
ッ
フ　
臨
床
心
理
士
、
保
育
士
、

保
健
師
等

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　
障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム　

☎
０
２
４
８
ı
７
５
ı
７８１１




　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
２
６
ı
８４１６
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平成24年度町内認可保育所及び児童館入所児童募集
★対象児童及び定員
区　分 施　設　名 定員 対　象　児　童

認可
保育所

第一保育所（町立）
石川町字古舘143-1 120名 平成18年4月2日から平成23年4月1日までに生まれ

た児童

認可
保育所

第二保育所（町立）
石川町字松木下62-1 90名

平成18年4月2日から平成23年4月1日までに生まれ
た児童、及び平成23年4月2日以降生まれた6ヵ月以
上の乳児　(乳児は定員6名)

認可
保育所

野木沢保育所（町立）
石川町大字曲木字燈籠場7 45名 平成18年4月2日から平成21年4月1日までに生まれ

た児童

認可
保育所

認定こども園
クローバー保育園（民間）
石川町字当町67-2

60名
平成18年4月2日から平成23年4月1日までに生まれ
た児童、及び平成23年4月2日以降生まれた6ヵ月以
上の乳児　(乳児は定員3名)

児童館 沢田児童館（町立）
石川町大字沢井字大池下77-1 ― 平成18年4月2日から平成21年4月1日までに生まれ

た児童

1．申し込みができるのは上記の対象児童であって、 保護者等が就労等により家庭で保育することができない
児童に限ります。 保護者等が求職中の場合でも申し込みができますが、 入所後一定期間内に就職が決定し
ない場合は、 退所していただく場合もあります。

２．募集の結果、定員を大幅に超えた場合等は、第一希望の保育所に入所できない場合があります。
★保育時間

施　設　名 保育時間（月曜日～金曜日） 保育時間（土曜日）

第一保育所 午前７時１５分〜午後６時１５分 午前７時１５分〜正午

第二保育所 午前７時１５分〜午後６時１５分 午前７時１５分〜午後６時１５分

野木沢保育所 午前８時００分〜午後５時４５分 午前８時００分〜正午

認定こども園
クローバー保育園 午前７時００分〜午後６時００分 午前７時００分〜午後６時００分

沢田児童館 午前８時００分〜午後４時００分 午前８時００分〜正午

第一保育所及び第二保育所は通常保育終了後から午後6時45分まで30分の延長保育を行います。また、ク
ローバー保育園も通常保育終了後から午後6時30分まで30分の延長保育を行います。（いずれも料金は別途）

★保育料について
　保育料・児童館使用料は町の徴収条例・規則により決定します。
★申込受付期間
　　11月7日（月）〜11月25日（金）
★お申し込み先
1．保健福祉課児童福祉係及び各保育所・児童館にて申込用紙等の交付を受け、 必要事項を記入の上、 希望す

る各保育所・児童館へ直接申し込みください。
２．現在保育所等に入所している児童で平成2４年度以降も引き続き同一施設に入所を希望する場合は、 申し込

みの必要はありません。 ただし、 家庭状況調査書等の必要書類を提出していただくことになります。
※詳しくは、 申込用紙等と一緒に交付される平成2４年度保育所（児童館）入所案内をご覧ください。
　保健福祉課児童福祉係　☎26−0811
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平
成
24
年
新
年
互
礼
会
の
お
知
ら
せ

　
平
成
24
年
の
新
春
を
皆
様
と
一
緒
に

祝
う
た
め
、
恒
例
の
新
年
互
礼
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
前
回
参
加
さ
れ
た
方
等
に

つ
い
て
は
、
今
月
末
に
別
途
ご
案
内

し
ま
す
。

●
日
時　
平
成
24
年
1
月
4
日
㈬

　
午
後
4
時
開
会

●
会
場　
ホ
テ
ル
松
多
屋

●
参
加
費　
2
，5
0
0
円

●
申
込
方
法　
参
加
費
を
持
参
の
う
え

役
場
総
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　
11
月
15
日
㈫
か
ら
12
月

14
日
㈬
ま
で

●
そ
の
他

　
①
申
し
込
み
の
際
「
新
春
に
あ
た
っ

て
の
ひ
と
こ
と
（
60
字
以
内
）」
を
ご

記
入
願
い
ま
す
。

　
②
準
備
の
都
合
上
、
当
日
欠
席
の

場
合
に
参
加
費
の
返
還
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
先　
総
務
課
総
務
係

　
☎
2
6
ı
2
1
1
1

平
成
23
年
度
石
川
町
史

学
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

●
期
日
・
内
容

第
1
回　
11
月
6
日
㈰　
戦
国
時
代
8

第
2
回　
11
月
13
日
㈰　
戦
国
時
代
9

第
3
回　
11
月
20
日
㈰　
戦
国
時
代
10

第
4
回　
11
月
27
日
㈰　
戦
国
時
代
11

第
5
回　
12
月
4
日
㈰　
戦
国
時
代
12

●
学
習
方
法　
町
史
第
三
巻
資
料
編

1
考
古
・
古
代
・
中
世
の
古
代
・
中

世
に
収
録
し
た
資
料
の
一
部
を
一
点

ご
と
に
講
読
し
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
は

町
史
第
三
巻
資
料
編
1
を
各
自
用
意

し
て
く
だ
さ
い
（
お
持
ち
で
な
い
方

は
町
内
各
書
店
・
町
史
編
纂
室
で
購

入
願
い
ま
す
）。

●
講
師　
小
豆
畑　
毅

　
（
石
川
町
教
育
委
員
会
町
史
編
纂
室
）

●
場
所　
石
川
町
公
民
館

●
時
間　
午
前
9
時
30
分
〜

午
前
11
時
30
分

●
費
用　
無
料

●
申
込
み
方
法　
町
史
編
纂
室
に
電

話
ま
た
は
F
A
X
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
当
日
の
申
し
込
み
も
受
け

付
け
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
史
編
纂
室　
☎
2
6
ı
9
1
3
8

　
薨
2
6
ı
1
6
3
8

平
成
24
年
版「
農
業
日
誌
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー

日
誌
」及
び「
新
農
家
暦
」予
約
受
付
中

平
成
23
年
秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
9
日
㈬
〜
11
月
15
日
㈫

『
平
成
23
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
』

『
消
し
た
は
ず　
決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度
』

★
家
庭
内
の
火
災
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ

チ
し
、
警
報
ブ
ザ
ー
や
音
声
に
よ
っ
て

知
ら
せ
て
く
れ
る
装
置
が
住
宅
用
火
災

警
報
器
で
す
★

◎
設
置
場
所
は
寝
室
・
階
段
で
す
（
寝

室
及
び
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
に

設
置
義
務
。
台
所
は
火
災
予
防
上

設
置
を
す
す
め
て
い
ま
す
）

◎
効
果
は
絶
大
（
欧
米
で
は
普
及
率
が

90
％
を
超
え
、
住
宅
火
災
で
の
死

者
数
が
約
半
分
に
減
少
。
日
本
で

も
設
置
に
よ
る
奏
功
事
例
が
多
く

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。）

◎
安
心
の
「
Ｎ
Ｓ
」
マ
ー
ク
を
！
（
購

入
す
る
際
は
、
技
術
規
格
に
合
格

し
た
証
「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」
表
示
を

購
入
の
目
安
と
し
、
お
近
く
の
電

気
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
）
一
人
ひ
と
り

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
早
期
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。　

◉
寝
た
ば
こ
は　
絶
対
や
め
る
。

◉
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◉
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◉
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◉
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

◉
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

◉
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

★
消
火
器
の
有
料
回
収
に
つ
い
て
★

　
一
般
家
庭
の
老
朽
化
消
火
器
の
有

料
回
収
、
無
料
点
検
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

●
日
時　
11
月
13
日
㈰　

　
　
　
　
午
前
9
時
〜
正
午

●
場　
所　
石
川
消
防
署

●
回
収
料　
1
本
1
，0
0
0
円

　
万
が
一
の
時
、
安
全
・
確
実
に
使

用
す
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
点

検
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
古

く
な
り
腐
食
が
あ
る
消
火
器
は
破
裂

す
る
可
能
性
が
あ
り
と
て
も
危
険
で
す
。

早
め
の
廃
棄
・
回
収
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
消
防
署

☎
2
6
ı
3
1
6
1

3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策

 

農
業
日
誌 

　
「
日
記
欄
」「
収
支
欄
」「
経
営
記
録

欄
」
の
三
つ
か
ら
な
り
、
そ
の
日
の

日
記
を
作
業
記
録
と
と
も
に
記
入
で

き
ま
す
。
ま
た
、
一
月
に
1
回
集
計

を
記
入
す
れ
ば
、
1
年
後
に
は
そ
の

年
の
収
支
が
計
算
で
き
、
青
色
申
告

の
基
礎
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◉
Ｂ
６
判
6
0
0
頁
（
予
定
）

◉
定
価　
1
，4
7
0
円

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌 

　
1
日
の
日
記
欄
に
た
っ
ぷ
り
と
そ

の
日
の
こ
と
が
記
入
で
き
ま
す
。
1

日
の
終
わ
り
、
そ
の
日
を
振
り
返
り

な
が
ら
短
い
日
記
を
ま
と
め
て
書
き

ま
し
ょ
う
。
二
尾
の
思
い
を
書
く
か
、

「
農
業
の
記
録
」
と
す
る
か
、
自
由
に

決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
Ｂ
５
判
3
4
0
頁
（
予
定
）

◉
定
価　
1
，4
7
0
円

 

新
農
家
暦 

　
1
年
の
備
忘
録
と
し
て
最
適
。「
12

か
月
暦
」「
農
作
業
暦
」「
生
活
便
利
メ

モ
」
や
「
健
康
情
報
」
な
ど
農
作
業
に

役
立
つ
基
本
情
報
や
日
常
生
活
に
役
立

つ
情
報
が
満
載
で
す
。

◉
Ａ
５
判
並
製
88
頁

◉
定
価　
4
9
0
円　

●
申
込
期
限

　
11
月
24
日
㈭

●
予
約
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
農
政
係

　
☎
2
6
ı
9
1
2
6　
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平成23年度住民税及び固定資産税の減免制度のお知らせ
　石川町では、東日本大震災に伴い住宅、家財に著しい損害を受けたことによる住民税、固定資産税の減免
を次の基準により実施しています。
　≪東日本大震災関係　住民税、固定資産税・減免基準≫

住　民　税 事　　由 減免の割合

人　
的　
被　
害

死亡したとき。 全部

行方不明となったとき 全額保留

生活保護法(昭和25年法律第144号)の規定による生活扶助を受けることとなったとき 全部

地方税法(昭和25年法律第226号)第292条第1項第9号に規定する障害者となったとき 90％

住
宅
と
家
財
の
被
害

本人かその扶養者の所有で損害額は保険金等の補てん金額等を控除後の額で判定

損害の程度が30％以上50％未満
（居宅部分の損害の程度が20％以上50％） 合

計
所
得
金
額

500万円以下 50％

750万円以下 25％

1000万円以下 12.5％

損害の程度が50％以上

500万円以下 全部

750万円以下 50％

1000万円以下 12.5％

固　定　資　産 損害の程度（一棟、一筆、一品で算定） 減免の割合

土　
　
　
地

被害面積が当該土地の面積の80％以上 全部

被害面積が当該土地の面積の60％以上80％未満 80％

被害面積が当該土地の面積の40％以上60％未満 60％

被害面積が当該土地の面積の20％以上40％未満 40％

家　
　
　
屋

全壊（り災証明の判定が全壊） 全部

大規模半壊（り災証明の判定が大規模半壊） 60％

半壊（り災証明の判定が半壊） 40％

償　
却　
資　
産

全滅、流失、埋没等により資産の原形をとどめないとき、又は修理不能のとき 全部

主要構造部分が著しく損傷し、大修理を必要とする場合で、当該資産の価格の60％
の価値を減じたとき 80％

使用目的を著しく損じ、修理又は部品の取替を必要とする場合で、当該資産の価格
の40％以上60％未満の価値を減じたとき 60％

使用目的を損じ、修理又は部品の取替を必要とする場合で、当該資産の価格の20％
以上40％未満の価値を減じたとき 40％

減免申請に必要な書類　1）被害を受けた資産、取得時期、取得価額の分かるもの （住民税）　2)被害を受け
た資産の取壊し費用、除去費用などの分かるもの （住民税）　3)被害を受けたことにより受取る支援金・保険
金等の金額が分かるもの（住民税） 4)り災証明書　（固定資産税）　6)その他（減免を受ける場合には、その
減免の種類により提出する書類等が増える場合があります）
備考：1.原則として未申告者については、適用されません。
　　　2.詳しくは税務課にお問い合わせいただくか、石川町役場ホームページ税務課サイトをご覧ください。
●お問い合わせ
　税務課収納係　☎26-9117
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法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
11
月
14
日
か

ら
20
日
ま
で
の
7
日
間
、
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
や
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー

な
ど
女
性
の
抱
え
る
人
権
問
題
に
つ

い
て
、
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
に
は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
法

務
局
職
員
が
応
じ
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外
の
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）
に
お
い
て

も
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

15
分
ま
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
強
化
週
間

▪
期
間　
11
月
14
日
㈪
〜
20
日
㈰

▪
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

※
11
月
19
日
㈯
・
11
月
20
日
㈰
は
午

前
10
時
〜
午
後
5
時

▪
電
話
番
号

　
0
5
7
0
ı
0
7
0
ı
8
1
0

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
0
2
4
ı
5
3
4
ı
1
9
9
4

　
町
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
定
例
相

談
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
日
時　
11
月
5
日
㈯

　
　
　
　
午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所　
石
川
町
公
民
館

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」強
化
週
間
実
施
の
お
知
ら
せ

定
例
行
政
相
談

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

福
島
県
弁
護
士
会
か
ら
お
知
ら
せ

　
石
川
町
の
人
権
擁
護
委
員
が
特
設

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
困
り
ご
と

や
悩
み
ご
と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
は
、

特
設
相
談
所
開
設
日
以
外
で
も
、
皆

さ
ん
の
人
権
擁
護
の
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
人
権
侵
害
な
ど
の
人
権

問
題
で
悩
ん
だ
場
合
は
、
各
地
区
の

人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
、
法
務
局
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
日
時

　
12
月
6
日
㈫

　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

●
場
所

　
石
川
町
公
民
館
（
高
田
）

●
地
区
の
担
当
委
員

　
石
川
地
区
：
丹
内　
春
夫

　
　
　
　
☎
２
６
ı
５５１２




　
沢
田
地
区
：
郷　
　
信
子

　
　
　
　
☎
２
６
ı
０６５２




　
山
橋
地
区
：
須
藤　
洋
子

　
　
　
　
☎
２
６
ı
３６５８




　
中
谷
地
区
：
阿
部　
文
子

　
　
　
　
☎
２
６
ı
５８８９




　
母
畑
地
区
：
福
田　
德
一

　
　
　
　
☎
２
６
ı
６４８１




　
野
木
沢
地
区
：
鈴
木　
紘
一

　
　
　
　
☎
２
６
ı
４０４４




●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課
町
民
係　

　
☎
２
６
ı
９１２０




　
福
島
県
弁
護
士
会
で
は
、
次
の
被
災

者
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
震
災
・
原
発
無
料
電
話
相
談
（
相
談

は
無
料
で
す
が
、
通
話
料
は
か
か
り
ま

す
）

▪
受
付
時
間

　
平
日
午
後
2
時
～
午
後
4
時

☎
0
2
4
ı
5
3
4
ı
1
2
1
1

☎
0
2
4
ı
9
2
5
ı
6
5
1
1

☎
0
2
4
2
ı
2
7
ı
2
5
2
2

☎
0
2
4
6
ı
2
5
ı
0
4
5
5

●
震
災
・
原
発
無
料
面
談
相
談
（
予
約

制
）

▪
実
施
場
所　
福
島
、
二
本
松
、
郡
山
、

白
河
、
会
津
若
松
、
い
わ
き
、
相
馬
の

7
か
所

▪
予
約
方
法　
平
日
午
前
10
時
～
午
後

4
時
ま
で
に
、
次
の
電
話
で
ご
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
相
談
場
所
、
相
談
曜
日
、

時
間
な
ど
は
予
約
の
際
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▪
予
約
電
話
番
号

　
☎
0
1
2
0
ı
7
0
0
ı
7
9
1

●
原
子
力
発
電
所
事
故
被
害
者
救
済
支

援
セ
ン
タ
ー

▪
支
援
内
容　
原
発
事
故
の
被
害
者
救

済
を
支
援
す
る
た
め
、
弁
護
士
を
紹
介

し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
が
紹
介
し
た
担
当

弁
護
士
に
お
客
様
か
ら
ご
連
絡
し
て
い

た
だ
き
、
ご
予
約
の
う
え
、
担
当
弁
護

　
平
成
23
年
8
月
末
現
在
、
全
国
の

警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者

は
、
警
察
庁
指
定
特
別
手
配
被
疑
者

と
し
て
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
で

特
別
手
配
し
て
い
る
次
の
3
人
を
含
む
、

約
9
7
0
人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
被
疑
者

　
　
平
田　
　
信
（
46
歳
）

　
　
高
橋　
克
也
（
53
歳
）

　
　
菊
地　
直
子
（
39
歳
）

　
こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、
強

盗
等
の
凶
悪
事
件
、
暴
行
、
傷
害
等

の
粗
暴
事
件
、
窃
盗
事
件
、
詐
欺
、

横
領
等
の
知
能
犯
事
件
な
ど
に
関
し

て
手
配
さ
れ
て
お
り
、
再
び
犯
行
を

行
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪
の

被
疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、
11
月
中

に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡

捜
査
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
被
疑

者
の
早
期
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に

向
け
た
捜
査
活
動
に
は
、
国
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を

見
掛
け
た
と
い
っ
た
情
報
な
ど
、
ど
ん

な
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、

警
察
に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
連
絡
先

　
石
川
警
察
署
ま
た
は
各
駐
在
所
へ

☎
2
6
ı
2
1
9
1

士
の
事
務
所
に
て
相
談
あ
る
い
は
依
頼

と
な
り
ま
す
。（
相
談
は
3
回
ま
で
無

料
）

▪
受
付
窓
口　
平
日
午
前
10
時
～
午
後

3
時
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
0
2
4
ı
5
3
3
ı
7
7
7
0

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
で
の

情
報
提
供

▪
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://business3.plala.or.jp/
fba/▪

携
帯
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://business3.plala.or.jp/
fba/k/

指
名
手
配
被
疑
者
の

発
見
に
ご
協
力
を
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平成23年度子育てサポーター養成研修会が終了しました
　平成23年度子育てサポーター養成研修会が、 7 月 2 日～ 8 月 6 日に
わたり、中学生・高校生・成人27名の参加を得て終了しました。
　講義では、命のはじまりから、どのように成長していくのかを学び、
人は一人では生きられないこと、家族、両親に感謝し、大事に育てら
れて成長したことがとても大切なことなど「命の大切さ」について学び、
さらに「絵本で子育てを楽しく」「子どもの発達と成長」などの講義や
第一保育所での 3 回の実習を体験しました。研修生は、「親になったと
きには、たくさん話しかけ、たくさんの愛情をあげたい」「自分も大切
に育てられたということがわかった」などという感想がありました。
　暑い中、集中して 6 回の研修を修了した研修生は、ひと回り大きく
輝いていました。

お申し込み・お問い合わせ先…石川町公民館　☎２６- ２５６６　FAX ２６- ４９９２

第64回成人式開催のお知らせ
●日　時　　平成２４年１月８日㈰　午前１１時～
●会　場　　ホテル松多屋
●対象者　　平成３年４月２日から平成 ４ 年 ４ 月 １ 日までに生まれた方。

①石川町に住民登録がない方で町内の学校を卒業し、本人が成人式に参加を希望
される場合は、本人又はご家族の方が、１１月３０日㈬までに参加申込書を各受付
窓口（公民館・教育委員会・役場窓口・各自治センター）に提出してください。
申込書は、各受付窓口にあります。（申込書には、本人の氏名・生年月日・現住所等を記入してください。）申し込み
をされた方には、１２月上旬に案内状を送付します。

②石川町に住民登録がある方は、申し込みの必要はありません。１２月上旬に案内状を送付します。

教えてください“あなたの一冊”

　今まで読んだ中で一番印象に残っ
ている本は「橋のない川」です。
部落民といういわれなき偏見の差
別に耐え必死に生きる孝二、誠太郎、
母のふで、祖母のぬい、畑中一家
の姿に強い感動を覚えました。こ
ういう差別は、人間として決して
あってはいけないものだと思います。

橋のない川　住井　すゑ（著）　新潮社

　　奈良地方の貧しい農村が舞台
のこの小説は、非人間的扱いをさ
れる「部落民」という差別にけな
気に立ち向かっていく人々を描い
た物語です。明治から大正への歴
史的、社会的背景もあり、読み継
がれる一冊にしたいと思いました。
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推薦者：松岡不二子さん推薦者：小平　ミイさん
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　子どもの健やかな成長はみんなの願いですが、
児童虐待という、あってはならない事件が後を
絶ちません。温かく守り育てる親や親に代わる
養育者が、子どもの心や体を傷つけ、健やかな
成長や人格の形成に深刻な悪影響を及ぼす虐待は、
子どもの人権侵害です。
　親が「しつけ」だと思っても、その行為が子
どもの心身を傷つけるものであれば虐待です。「し
つけ」と「虐待」の違いは、親の言い分ではなく、
子どもがどのように感じ、受け止めているかに
よって判断されるものです。子どもは思いどお
りにならないものです。育児についての不安や
悩みは誰もが抱えています。一人で悩みを抱え
ないで、周囲の人や相談機関に助けを求めるこ
とが大切です。気軽に相談してください。

●ご相談先
　保健センター　℡26−8416
　児童相談所全国共通ダイヤル
　　　　℡0570−064−000　

　子育て講演会のお知らせ
　12月17日（土曜日）
　午後1時20分〜3時　ホテル松多屋
　　講師　元警視庁警察官　幸島　美智子氏

　平成23年度子ども遊び教室（子育てサロン）は
   11月から中谷自冶センター体育館 で実施します。

●お問い合わせ先
　石川町保健センター　☎26−8416

★ジェネリック医薬品
（後発医薬品）をご存じですか？★

11月は「児童虐待防止推進月間」です。
〜地域で守る子ども人権を〜

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、新薬（先発医薬品）の特許が切れた後に販売される新薬と同じ有効
成分、同じ効能・効果を持つ医薬品のことです。
　ジェネリック医薬品と新薬は、まったく同じ薬ではないため、形・色・味が異なる場合がありますが、品質・
有効性・安全性は厚生労働省が承認しています。
　新薬開発には10数年以上もの年月と数百億円以上もの開発費用がかかるといわれています。しかし、ジェネリッ
ク医薬品は3年〜5年で開発・製造することができ開発費用も少ないため価格が安く設定されています。
　そのため、ジェネリック医薬品の利用が進めば、窓口で支払う自己負担が軽減されるだけでなく、年々増え続
ける国民医療費の節減につながると期待されています。
　●ジェネリック医薬品に関する留意点
　・1つの先発医薬品に対し、たくさんのジェネリック医薬品が販売されています。
　・変更を希望する先発医薬品に対し、ジェネリック医薬品が製造されていないこともあります。
　・薬局に希望するジェネリック医薬品の取り扱いや在庫がない場合もあります。
　・病気や体質によっては、先発医薬品からジェネリック医薬品に変更できないこともあります。
　・ジェネリック医薬品に代えても、窓口で支払う自己負担が変わらないこともあります。
　●かかりつけ医にご相談ください。
　ジェネリック医薬品の処方を希望されるときは、まずはかかりつけの医師・薬剤師にご相談ください。
　ジェネリック医薬品を使うためには、医師に「この薬と同じ効果のジェネリック医薬品があれば、そちらを処
方してください」と求めることが必要です。
　そのためには、かかりつけ医やかかりつけ薬局を持ち、治療法や薬の情報提供を受けたり、相談をできるよう
な関係を築いておくことが大切です。

◆お問い合わせ先　 町民生活課　国保年金係　☎ 26-9125
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石川町 11～ 12月の主な予定

11 月  ● November 12 月  ● December

1
2
3
4
5
6
7
8

9

10
11

12
13
14

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

1歳6か月児健診（13：00〜）

在宅当番医

特設人権相談所開設（13：30〜）

3〜4か月児健診（13：00〜）　　　　　　　　　　　
BCG予防接種（13：00〜）　　　　
心配ごと相談（10：00〜15：00）

水郡線全線開通77周年記念まつり
在宅当番医

2歳児教室（9：30〜）

保健センター

添田医院

石川町公民館

保健センター
保健センター
老人福祉センター

JR磐城石川駅
ふるどのクリニック

（古殿町）

保健センター

15
16
17
18
19
20

21
22
23

24
25
26
27
28
29
30

火
水
木
金
土
日

月
火
水

木
金
土
日
月
火
水

福島県議会議員一般選挙投票日　　　　　
在宅当番医

第23回ふくしま駅伝　

八槻市
在宅当番医

3歳3か月児健診（13：00〜）　　　　　
心配ごと相談（10：00〜15：00）　　　　

在宅当番医

1歳児教室（9：30〜）

各投票所
ひらた中央病院

（平田村）
白河市〜福島市

味原医院
（玉川村）

保健センター
老人福祉センター

石川中央医院

保健センター

（平成23年9 月 1日～9月30日まで届出分　敬称略）

氏 名 保 護 者 住所

石井　斗
とう

真
ま

（三千男・信　子）塩　沢
塩澤　美

み

咲
さき

（芳　文・景　子）沢　井
矢内　一

かず

知
はる

（一　久・怜　美）南山形
田　　紬

ゆい

（　学　・　香　）双　里
銭髙　泰

たい

志
し

（相　樹・圭　子）双　里
白髭　侑

ゆう

真
ま

（竹　史・政　子）母　畑
阿久津輝

り

心
と

（　徹　・美　穂）中　野
遠藤　稔

とし

拓
ひろ

（一　夫・恵　味）板　橋
滝川　彩

あ

友
ゆ

（健　一・奈美江）双　里
本田　楓

ふう

也
や

（郁　也・　優　）中　野

氏 名 住 所

　谷　フ　ミ　　草倉田
小　木　敬　五　　板　橋
円　谷　大　助　　中　野
根　本　宥　助　　沢　井
福　田　美津子　　母　畑
中　田　　務　　　北　町
小　林　武　男　　塩ノ平
小　木　キクイ　　板　橋
瀬　谷　直次右エ門　　谷　沢
大　木　春　二　　母　畑
橋　本　ス　イ　　松木下
酒　井　良　友　　山　形
小　針　重　勝　　大　室
関　根　金太郎　　塩ノ平

　新　郎　新　婦（出身地）　

橋本　武史（双　里）・川嶋　直美（双　里）

有松　達哉（和　久）・小島　明恵（塙　町）

小林　勝利（塩　沢）・遠藤　睦美（塩　沢）

●11月25日㈮までに納めましょう
　　固定資産税（第3期）
　　国民健康保険税（第5期）
　　介護保険料（第5期）
●11月30日㈬までに納めましょう
　　後期高齢者医療保険料（第4期）



編集後記
　禁煙を始めてからようやく1年が経過しました。ときど
きいたずらすることもありますが、なんとか復活しないで
続けています。しかし、禁煙の効果なのか大幅に体重が
増えてしまい、最近はウォーキングしています。山橋地区
ではフットパスが完成しました。車で走ると気付かない花
や木、秋に香るキンモクセイの香りなど、歩くことで気付
く世界があることを知りました。震災以降忙しい日々が
続いているような気がします。立ち止まることなくがむし
ゃらに進む勢いも大切ですが、時には立ち止まり周りを
見渡し、普段見過ごしていることに目を向け、新たなこと
に気付くことも大切なような気がします。  （矢内　清春）

表紙の写真

第２95回第２95回

中谷第二
小学校

【施設紹介】
　ステンドグラスが特徴の体育館、広い校庭、ぬくもりとあた
たかさを感じる木造校舎。豊かな自然とすばらしい施設のも
と、26名の児童は「すなおな子ども」「進んで学ぶ子ども」「じょ
うぶな子ども」を目指し、明るい笑顔で元気に頑張っていま
す。全員が兄弟姉妹のように仲のよいところが自慢です。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

●今月の隊長（広報無線の声）

中谷第二小学校　６年　吉田つばささん

Ｑ．毎日の通学などで防犯に気をつけていることは？
Ａ．知らない人の車には乗らず「いかのおすし」を守

り下校しています。
Ｑ．将来の夢を聞かせてください。
Ａ．私の将来の夢は、ファッションデザイナーです。みん

なに気に入られる服を作りしんさいで落ちこんでいる
人の心を少しでもいやせるといいなと思っています。

子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊
よし  だ
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町の人口

17,377人（  △15）

（  ）内前月比

●１０月１日現在住民基本台帳●

男
女
世帯数

8,487人（  △12）
8,890人（ 　△3）
5,703戸（ 　　1）

　第一保育所に通う吉田　真凪（まな）ちゃん、
祖父の征治さん、祖母の和子さんです。
　第一保育所に通う吉田　真凪（まな）ちゃん、
祖父の征治さん、祖母の和子さんです。

深谷　慎太郎さん（５年）
ふか や　　  しん  た ろう

瀧川　壮司さん（2年）
たきかわ　　そう　し

瀬谷　百加さん（4年）
せ　や　　 もも  か

うちのねこと楽しくあそんでいる絵を
かきました。ねこを大きくいろいろな色
をまぜて本ものににたようにしました。

　ぼくは、魔女のキキが飛び立つ
ところをかきました。キキの服を
とても工夫しました。春になり、お
仕事をがんばっているように、楽
しく仕上がりました。

　私は、「やまんばあさん海へ行く」
という本を読んで、この感想画を描
きました。やまんばあさんは、296才
なのに山一番の力持ちで食いしん
ぼうです。そこで私は、やまんばあさ
んが「海のさちのフルコース」を食
べているところを絵に描きました。

「うちのねこ」

「魔女の宅急便」 「「やまんばあさん海へいく」を読んで」


